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２
０
１
７
年
４
月
に
江
戸
川
大
学

と
中
華
人
民
共
和
国
の
華
中
師
範
大

学
と
の
間
に
学
術
交
流
に
関
す
る
協

定
が
締
結
さ
れ
た
。
教
員
及
び
研
究

者
の
交
流
、
共
同
研
究
の
実
施
促
進

と
同
時
に
、
交
換
留
学
生
の
積
極
的

な
受
け
入
れ
も
目
指
し
て
い
る
。

　

曽
さ
ん
は
９
月
始
ま
り
の
中
国
に

あ
わ
せ
て
、
２
０
１
９
年
９
月
１
日

に
社
会
学
部
経
営
社
会
学
科
の
３
年

生
と
し
て
編
入
し
、
１
年
間
、
江
戸

川
大
学
で
日
本
語
や
ビ
ジ
ネ
ス
の
専

門
知
識
を
学
ぶ
。
同
時
に
日
本
の
文

化
に
も
理
解
を
深
め
た
い
と
い
う
。

　

曽
さ
ん
は
中
国
の
中
央
に
位
置
す

る
重
慶
市
の
出
身
。
同
市
は
長
江
と

嘉
陵
江
合
流
地
点
に
位
置
し
、
水
運

を
利
用
し
た
内
陸
貿
易
に
よ
っ
て
南

部
最
大
の
工
業
都
市
と
な
っ
て
い

る
。

　

曽
さ
ん
が
日
本
に
興
味
を
持
っ
た

き
っ
か
け
は
、
石
原
さ
と
み
主
演
の

『
ア
ン
ナ
チ
ュ
ラ
ル
』
な
ど
の
ド
ラ

マ
や
『
夏
目
友
人
帳
』
な
ど
の
ア
ニ

メ
と
い
っ
た
日
本
の
映
像
コ
ン
テ
ン

　10 月 2 日（水）に交換留学

生として迎えた曽 徳頴秋（そ

う  とくえいしゅう）さんを歓

迎する歓迎会が学生食堂の一角

で開催された。彼女は、中国湖

南省武漢市の華中師範大学外国

語学院日本語科の学生で、江

戸川大学への交換留学の一期生

だ。

　会場には小口彦太学長や教職

員をはじめ、現在江戸川大学に

在学している留学生 31 人や国

際交流に関心がある日本人学生 

18 人が集まった。和装体験な

どのアトラクションもあり、

盛り上りを見せた。（取材：戸

祭将太　写真：三好有香）

ツ
に
接
し
た
こ
と
だ
。
と
く
に
女
優

の
石
原
さ
と
み
さ
ん
は
、
中
国
で
も

と
て
も
人
気
が
あ
り
、
曹
さ
ん
自
身

も
フ
ァ
ン
だ
と
い
う
。

　

歓
迎
会
で
は
、
少
し
緊
張
し
た
様

子
で
挨
拶
を
し
た
り
、
先
生
方
と
話

を
し
て
い
た
が
、
す
で
に
在
学
し
て

い
る
留
学
生
や
海
外
研
修
経
験
の
あ

る
日
本
人
学
生
な
ど
と
交
流
す
る
う

ち
に
緊
張
も
次
第
に
溶
け
て
い
っ
た

様
子
が
表
情
か
ら
も
う
か
が
え
た
。

　

歓
迎
会
の
後
半
で
は
日
本
の
文
化

体
験
と
し
て
、
他
の
留
学
生
と
と
も

に
袴
の
和
装
に
着
替
え
て
か
ら
会
場

に
戻
っ
た
。

　
「
日
本
の
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が

で
き
て
と
て
も
楽
し
い
」
と
コ
メ
ン

ト
を
し
て
い
た
が
、
着
慣
れ
て
い
な

い
袴
は
、
ち
ょ
っ
と
歩
く
に
も
コ
ツ

が
い
る
。
動
き
に
く
さ
に
苦
笑
い
す

る
一
幕
も
。
だ
が
、
和
装
体
験
に
つ

い
て
在
校
留
学
生
た
ち
と
楽
し
そ
う

に
談
笑
を
し
て
い
る
様
子
か
ら
は
、

は
や
く
も
江
戸
川
大
学
に
馴
染
ん
で

い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

もっと日本語力をつけたいと
あいさつする曽さん

交換留学生歓迎会を開催
曽 徳頴秋さんが江戸川大学に交換留学

中華人民共和国の華中師範大学から

在学生代表として歓迎をする
丁奕杰（てい・いけつ）さん

この機会を将来に生かして欲
しいと激励する学長（右）

軽食を囲んで会話が弾む 袴姿の曽さん（中央）


